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日清製粉グループ本社の見目でございます。

本日はお忙しいところ、当社グループの２０２２年３月期決算説明会にご参加いただ
き、誠にありがとうございます。

本日の経営戦略のプレゼンテーションは、
目次の１番目「２０２２年３月期 実績」を私から説明し、
目次の２番目以降を、６月下旬に社長をバトンタッチする予定の瀧原から説明します。
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２０２１年度は、依然として新型コロナウイルス感染症が拡大と収束を繰り返す中、生
活様式や消費者マインドに変化が見られましたが、経済活動は徐々に平常化に向かって
いきました。

一方、世界的に穀物や資源相場が高騰し、為替相場も円安傾向が続く中、原材料等
のコストアップへの対応が続いた１年間でもありました。

また、期初に掲げました２０２１年度の目標であります、早期に販売力・収益力を回復
させることに取り組むとともに、長期ビジョンに沿った成長戦略も着実に実行しました。これ
らの取組みは一定の成果が残せたものと考えています。
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それでは、まず初めに３頁の２０２２年３月期の実績です。

売上高は、国内製粉事業の麦価改定に伴う小麦粉価格改定の実施、海外製粉事業
の小麦相場上昇や為替換算影響、設備工事の完工高の回復等があったものの、収益
認識会計基準適用等により、前年並となりました。

営業利益は、米国製粉事業の業績好調、国内製粉事業のふすま価格の堅調な推移、
中食・惣菜事業の順調な業績回復、設備工事の完工高の回復等により、前年差増益
となりました。

尚、当期純利益は、ニュージーランド製粉事業が一部得意先向け出荷喪失、及びオセ
アニア地域のコロナ対策等の影響を受け低調な出荷が続いたこと等により業績が悪化し
たことを踏まえ減損損失を計上したことで、前年差減益となっています。
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４頁は、営業利益の前年差について事業ごとの内容別にグラフ化したものです。

営業利益は前年差＋２２億円の増益となりました。

豪州製粉事業の業績悪化、加工食品事業において前期に業績が好調であった反動や
商号変更に伴うブランド戦略投資の実施等による減益がありましたが、国内製粉事業の
ふすま価格の堅調な推移、米国製粉事業の好調な業績、中食・惣菜事業の順調な業
績回復、エンジニアリング事業の完工高回復の４点が増益の主要因となりました。
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５頁は株主還元です。

当社グループは長期的スタンスでの「利益還元の強化」を基本に、配当性向４０％以
上を基準として、安定的な株主還元を実施しています。

それでは、これ以降のパートを瀧原からご説明します。
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事業会社の日清製粉(株)で専務取締役を務めています瀧原賢二です。

６月２８日の株主総会を経て、見目の後を引き継ぎ、 (株)日清製粉グループ本社の
社長に就任予定です。どうぞよろしくお願いします。

私は１９８８年に入社し、２０００年から９年間ＩＲ室の仕事をしていました。
投資家・アナリストの皆様と再びご一緒に対話をする機会を得られ、大変うれしく思ってい
ます。
２００９年からは日清製粉(株)で、主に製販の最適化等、利益や戦略について取りま
とめてきました。

本日は今後の経営の考え方等についてご説明します。
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まず、私の考える当社グループの目指す姿と社長としての姿勢をお話しします。
目指す姿としてはここに記載の３点を意識していきます。

(1)事業ポートフォリオの再構築については、後ほどご説明します。

(2)は次頁にてご説明します。

(3)ＥＳＧについては、トップの責務として主体的に取り組んでいきます。
特にＥの環境を経営の最重要事項と位置付けます。

当社グループは、２０５０年に自社拠点におけるＣＯ₂排出実質ゼロを目指す
長期目標を設定し、２０３０年度までに２０１３年度比で５０%削減する
ことを公表しました。

目標を掲げることはできても、実行するのは現在の企業活動の延長では困難と考えて
います。環境分野の最先端の情報を得て、自社に取り込みたいと考えています。
企業である限り、コストとの関係は無視できませんが、必要なコストは年度の計画にも
予め織り込んでいきたいと考えています。
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企業の存在意義は株主、顧客、社員、取引先、社会の各ステークホルダーに対して利
益をもたらすことと考えています。すべての関係者を大切にし、世の中から信頼される企業
を目指していきます。

株主に対しては長期的な企業価値向上を図ることで、適切なＴＳＲを実現していくこと
が役割だと考えています。

当社グループの存在意義は主要食糧である小麦、小麦粉を始めとする食の安定供給で
あり、コロナウイルス、ウクライナ問題等不透明な時期にあっても、しっかりと日本の国民の
皆様に食を供給し続けられる力を持っていると思っています。

資本市場において、なくてはならない企業グループであり続けられるよう努力していきますの
で、投資家、アナリストの皆様に対しても、是非双方向の対話を継続させていただければ
と思います。
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この図では、あえて「食糧インフレ」の「りょう」を「かて」の漢字にしています。
世界各国で小麦の供給が不安定になり、その国の政権にも影響が出ています。
食糧は国や国民にとって大切で、不可欠であるとの思いを私は持っています。

日本は、アメリカ、カナダ、オーストラリアの３か国から小麦を調達しており、そうした不安は
ないと考えます。私自身この３か国の生産者団体や政府ともコミュニケーションをとってきま
したが、日本に対する安定供給を果たしてくれると確信しています。

この週末に、インドが小麦の輸出を停止するといった発表を行いましたが、その際もアメリカ
小麦連合会の社長に直接状況を確認し、今後の日本への安定供給をお願いしました。

しかし、価格上昇は避けられません。円安の影響も加わり、電力等それ以外のコストアッ
プも顕在化しており、食糧インフレ、コストインフレとの闘いに勝っていかなければならないと
考えています。
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そのためには価格改定をしっかりと進めていきます。

まずは１)の通り、コストアップ分の価格転嫁をしっかりと進めていきます。特に製粉事業、
加工食品事業にとっては稼ぎ出す利益よりはるかに大きなコストアップであり、お客様に丁
寧に理解をいただきながら進めていきます。

また、単に価格改定をするだけではなく、２)値ごろ感のある製品販売、３)付加価値製
品の販売の取組みを進めていくことで、お客様、さらには消費者の皆様の期待に応えられ
るようにします。その結果として、価格改定を円滑に進め、需要減退リスクにも対処しま
す。

しかしながら、それでも需要減退リスクは一定程度起こると覚悟しています。なお、この需
要減退も数年単位で見ていけば、必ず需要は戻ってくると考えています。
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今ご説明した取組みを行い、コストインフレへの対応を国内製粉事業、国内加工食品事
業で進めていきます。

コスト分については価格反映しますが、製粉事業で３６０億円、加工食品事業で８０
億円を見込んでいます。但し、１０月の小麦価格改定については考慮していませんので、
この闘いはさらに厳しいものになることも覚悟しています。

それでも先ほどご説明した需要減退リスクを踏まえると、国内製粉事業、国内加工食品
事業とも若干の減益見込みと考えており、コスト削減と販売面の努力等でこのマイナスは
できる限り縮めていきたいと考えています。
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小麦相場、為替相場についてのチャートです。

グラフの背景に白と水色がありますが、小麦価格決定の算定期間を示しています。
一番右側の水色の部分がこの４月からの小麦価格に反映されています。この間の平均
値は、シカゴ小麦相場で$７.７／ｂｕ、為替が１＄＝１１５円です。
現在は小麦相場で＄１２／ｂｕ、為替が１＄＝１２９円ですから、１０月に向けて
さらなる小麦価格引上げの可能性があります。
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業績見通しはこの表の通りとしています。

売上高は価格改定の影響で大幅増収を見込んでいますが、営業利益は３００億円と
前年並としています。ここまでご説明してきました通り、価格改定をしっかりと進めていく所
存ですが、事業環境の先行きは極めて不透明であり、現状を踏まえると前年並を目指し
ていくこととしました。

私としては６月末に社長に就任した後、このコストインフレへの対応を陣頭指揮していき、
また、ニュージーランドを含めてオセアニアの市場変化が大きいので、改めて豪州製粉事業
についても事業計画を再検証していきます。私自身、社長就任と併せて豪州事業の取
締役に就任しますので、現地のＣＥＯや日清製粉の担当役員と直接対話し、議論を
深めていきます。

中期経営計画については、これまでも社内で議論してきましたが、新社長としての方針も
踏まえ、今ご説明したコストインフレ対応、豪州対応も加味して、１０月下旬に公表を
予定しています。
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冒頭、「一定の事業領域においてトップであるか、トップになるうる事業」を基準として選択
と集中を進めると記していますが、これは私がＩＲ室にいた際に、経営トップの考え方とし
て発信したものです。今回改めて記載しました。

当社グループはこの考え方で、これまで事業ポートフォリオの再構築を着実に進めてきまし
た。今後も継続していくことで、事業競争力をさらに高めていきたいと考えています。

コア事業である製粉事業、加工食品事業、酵母事業は高いシェアと生産性改善を積み
重ねて、コストインフレの中にあっても安定した収益を稼いでいけると考えています。

国内製粉事業のシェアは、今から３０年前は約１／３でしたが、現在は４割近いところ
まで、少しずつ上げてきています。
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国内加工食品事業も非常に多くのカテゴリーでＮｏ.１ブランドを持っています。
こうした製品は皆様も多くのスーパー等の店頭にてご覧いただいていると思います。私として
は流通や消費者からも、当社の製品はなくてはならないと認めていただけていると思ってい
ます。もちろん、さらにブランド力を磨いていくように努力を重ねていきます。

オリエンタル酵母工業(株)のイーストの国内シェアは約半分です。
製粉事業のシェアよりも高く、例えば日清製粉が販売シェアの低いお客様にも評価をいた
だいています。このことから、製粉事業と酵母事業での相互連携でさらなるシェアアップの
チャンスがあると考えています。
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コア事業である製粉事業、加工食品事業、酵母事業は、今後も国内において収益を稼
ぎ出し、成長領域としてはこれらの事業の海外展開を図っていきます。

また、国内では和食及びチルド流通を活かして輸入品の競合に対抗できる中食・惣菜事
業での成長を目指したいと考えています。

尚、やみくもに海外事業への投資を行うということではなく、当社グループがこれまで培って
きた強みを活かせることを確認したうえで投資を進めていきます。例えば、海外においても
高い技術力、生産性等を活かしていきますし、中食・惣菜事業においては、グループとし
て蓄積してきた省人化技術を発揮できるものと考えています。
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国内製粉事業は制度との関係が重要であり、私自身この１０年近くに渡って国際貿易
交渉への対応を最重要テーマとして行ってきました。ＴＰＰ１１、日米貿易協定が発効
されましたが、原料と製品の国境措置の整合性がある程度確保できており、今後も国内
で安定した事業運営ができると確信しています。

それを踏まえて、水島新工場についても投資判断が行えています。記載の通り、コスト競
争力強化に資するプロジェクトだと考えています。この土地は約５０年前に先人が購入し
たもので、私も何度もこの地を訪問し、新工場が建つ姿を想像しました。ようやくその願い
が叶い、万感の思いです。
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２０１９年度に業績が苦戦した米国の製粉事業は、２０２０年度、２０２１年度
と業績改善、向上を果たしてきており、当社グループの業績に大きく貢献しています。

今後も安定した収益基盤を確立していけるよう、必要な工場増設投資、新たな事業領
域探索を進めていきます。直近では、稼働率が高くなっているロサンゼルス工場において増
設を決定しており、取り組んでいきます。
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一方で、豪州製粉事業においては、コロナ影響による主要都市のロックダウン、それに起
因したサプライチェーンの混乱、インストアベーカリーの需要低迷があり、大きく減益となって
います。

豪州市場はコロナからの一定の回復は見込んでいますが、市場やサプライチェーンの変化
が起きた部分は完全には元に戻らない可能性もあると考えています。

そうした中、２０２２年度はお客様との取組み強化を図り、販売の回復、省人化投資
を踏まえた生産性向上、さらにはコストアップ分の価格引上げを適切に図ることで、業績
改善を行っていきます。
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２０２２年度の当社グループとしての大きな取組みとして、インド イースト事業の事業
開始があります。

コロナの影響で工場建設が遅れたものの、本年夏頃の事業開始を目指して進めていま
す。工場設備の完工、市場動向を踏まえて、適切に進めていきたいと考えています。

このゴールデンウィーク中にオリエンタル酵母工業(株)の社長の中川が実際に現地を訪問
しており、順調に準備が進んでいると聞いています。
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「株式会社日清製粉ウェルナ」への商号変更については、広告宣伝活動を積極化してき
ましたので、皆様におかれても、認知をしてきていただているかと思います。
お客様、消費者からの信頼をさらに高めていけるよう、商品戦略と併せて取り組んでいき
ます。
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成長事業である中食・惣菜事業は、トオカツフーズ(株)、 (株)ジョイアス・フーズ、イニシオ
フーズ(株)の３つの会社で構成されています。各社間の連携を深め、全体最適を果たし
ていくために、７月から全体を統括する中間持株会社を設立します。

中食・惣菜事業の方向性としては、他社との競争に勝てるコスト競争力を確保していくと
ともに、製粉事業や加工食品事業との連携による小麦粉、ミックス、パスタを始めとする食
に関する開発力を背景に、当社グループ全体での売上拡大に貢献することを目指してい
きます。

私自身５月にトオカツフーズ(株)の千葉柏工場を訪問し、経営幹部とディスカッションしま
したが、この方向性を実現できると実感しています。
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このページ以降は、当社グループのサステナビリティの取組みについてです。
ＣＳＲ重要課題、環境課題の中長期目標を記載していますので、後ほどご覧いただけ
ればと思います。

私からの説明は以上です。
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